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主な記事

テ
ッ
パ
チ
隊
員
も
参
加

第
14
偵
察
隊
は
初
の
女
性
隊
員

旅
団
の
総
合
力
で
勝
利
を
掴
む

Pick Up

本
訓
練
に
参
加
し

た
隊
員
の
中
に
先
輩

隊
員
の
助
け
を
受
け

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
充
陸

将
補
）
は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上

旬
ま
で
の
間
、
高
知
駐
屯
地
及
び
あ

い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４
年

度
旅
団
演
習
を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団
の
作
戦
遂
行
能

力
の
向
上
及
び
第
50
普
通
科
連
隊
、

中
部
方
面
特
科
隊
、
第
14
偵
察
隊
、

第
14
高
射
特
科
隊
の
訓
練
検
閲
を
実

施
し
て
教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
協
同
部
隊
と
の
連
携

要
領
に
つ
い
て
深
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
。
当
初
、
高
知
駐

屯
地
に
お
い
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ハ
ー

サ
ル
と
し
て
小
火
器
射
撃
練
度
点
検

を
行
い
、
準
備
を
整
え
た
各
部
隊
は

あ
い
ば
野
演
習
場
に
進
入
し
状
況
が

陸上自衛隊で最も過酷な訓練「レンジャー」始まる

関
連
＝
➋
・
❹
面

11
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
警
戒
を
行
う
隊
員

敵の動きを静かに偵察する隊員

開
始
さ
れ
た
。

第
14
旅
団
は
、
第
50
普
通
科

連
隊
を
基
幹
と
し
、
情
報
収
集

に
任
ず
る
第
14
偵
察
隊
が
敵
の

情
報
を
速
や
か
に
発
見
・
報
告

し
、
火
力
戦
闘
の
骨
幹
部
隊
で

あ
る
中
部
方
面
特
科
隊
が
味
方

の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
火
力
発

揮
し
、
対
空
戦
闘
を
実
施
す
る

第
14
高
射
特
科
隊
が
レ
ー
ダ
ー

に
よ
り
早
期
に
敵
の
航
空
機
等

を
発
見
・
阻
止
に
努
め
た
。
各

部
隊
、
綿
密
な
作
戦
計
画
及
び
部
隊
間
の
密

接
な
連
携
に
よ
り
任
務
を
完
遂
し
訓
練
検
閲

を
終
了
し
た
。

本
訓
練
を
終
え
統
裁
官
よ
り
評
価
を
受
け

た
各
部
隊
は
、
今
後
の
訓
練
の
資
と
し
、
引

き
続
き
練
成
を
重
ね
て
い
く
。

隊容検査を受ける
第１４偵察隊の新隊員

小隊陸曹とともに近接戦闘に向かう
第５０普通科連隊の新隊員

２年振り！２６名の精鋭たちが挑む！！

第
14
旅
団
は
、
善

通
寺
駐
屯
地
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
第

９
期
旅
団
集
合
教
育

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を

開
始
し
た
。

本
教
育
に
際
し
、

８
月
下
旬
に
教
育
参

加
希
望
者
に
対
し
て

身
体
検
査
、
体
力
検

査
及
び
水
泳
検
査
を

行
い
、
検
査
を
突
破

し
た
者
が
教
育
参
加

の
資
格
を
得
た
。
選

ば
れ
た
26
名
の
隊
員

は
、
今
後
、
行
動
訓

練
に
必
要
な
基
礎
的

技
術
に
関
す
る
知

識
・
技
能
を
修
得
さ

せ
る
基
礎
訓
練
や
各

種
状
況
に
お
け
る
任

務
遂
行
要
領
を
体
得

さ
せ
る
行
動
訓
練
を

通
じ
て
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
の
強
靭
な
体

力
及
び
不
撓
不
屈
の

気
力
を
練
成
す
る
。

本
教
育
の
担
任
官
で

あ
る
第
15
即
応
機
動

連
隊
長
（
福
井
謙
１

等
陸
佐
）
は
要
望
事

項
と
し
て
「
何
と
し

て
も
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

な
れ
」
を
挙
げ
、
隊

員
の
決
意
表
明
で

は
、
「
26
人
全
員
で

卒
業
す
る
」
と
意
気

込
ん
だ
。

つ
つ
、
懸
命
に
訓
練
に
参
加

す
る
隊
員
の
姿
が
見
ら
れ

た
。そ

の
隊
員
は
、
４
月
に
入

隊
し
た
ば
か
り
の
新
隊
員
で

あ
り
、
某
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で

も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
テ
ッ
パ

チ
」
隊
員
で
あ
る
。
新

隊
員
が
参
加
し
た
の
は

第
50
普
通
科
連
隊
と
第

14
偵
察
隊
で
あ
り
、
特

に
第
14
偵
察
隊
は
初
と

な
る
女
性
新
隊
員
を
含

め
て
本
訓
練
に
参
加
し

た
。状

況
開
始
と
と
も

に
、
部
隊
は
迅
速
に

行
動
を
開
始
し
て
い

く
。
つ
い
半
年
前
ま

で
小
銃
を
握
っ
た
こ

と
も
な
い
隊
員
が
慣

れ
な
い
装
具
を
身
に

ま
と
い
一
生
懸
命
先

輩
隊
員
に
つ
い
て
い

く
姿
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

令和４年度旅団演習 ー島しょ部の作戦想定での訓練検閲ー
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優

秀

隊

員

紹

介

「自
ら
考
え
戦
い
を
創
意
せ
よ
」

「各
種
管
理
を
徹
底
せ
よ
」

「脳
し
ょ
う
を
ふ
り
絞
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
生
き
残
り
、

火
力
戦
闘
を
継
続
せ
よ
」

「任

務

完

遂
」

「プ
ロ

で
あ

れ
」

■
第
50
普
通
科
連
隊

連
隊
本
部

（
情
報
幹
部
）

２
等
陸
尉

堺

唯
央

本
部
管
理
中
隊

（
第
３
科
運
用
訓
練
陸
曹
）

陸
曹
長

中
間

竜
也

（
施
設
陸
曹
）

２
等
陸
曹

松
本

康
典

（
狙
撃
手
）

３
等
陸
曹

柏
井

啓
壱

第
１
中
隊

（
小
銃
分
隊
長
）

２
等
陸
曹

岩
野

孝
次

第
２
中
隊

（
小
銃
分
隊
長
）

２
等
陸
曹

中
平

悠
介

（
機
関
銃
手
）

陸
士
長

濱
田

陸

第
３
中
隊

（
機
関
銃
手
）

３
等
陸
曹

杉
原

弘
之

（
機
関
銃
手
）

３
等
陸
曹

岡
村

健
志

重
迫
撃
砲
中
隊

（
射
撃
指
揮
班
長
）

２
等
陸
曹

藤
田

寛
生

■
中
部
方
面
特
科
隊

隊
本
部

（
連
絡
幹
部
）

２
等
陸
尉

矢
野

宣
到

本
部
管
理
中
隊

（
自
衛
警
戒
陸
曹
）

２
等
陸
曹

竹
村

知
剛

第
１
中
隊

（
自
衛
警
戒
陸
曹
）

３
等
陸
曹

矢
野

良
大
郎

第
２
中
隊

（
戦
砲
隊
陸
曹
）

１
等
陸
曹

豊
田

庄
平

第
３
中
隊

（
通
信
陸
曹
）

３
等
陸
曹

近
藤

文
貴

■
第
14
偵
察
隊

（
斥
候
Ｂ
班
長
）

２
等
陸
曹

山
崎

優
也

（
信
務
陸
曹
）

３
等
陸
曹

中
嶋

勇
介

■
第
14
高
射
特
科
隊

（
後
方
陸
曹
）

２
等
陸
曹

冨
永

竜
徳

（
射
撃
統
制
手
）

３
等
陸
曹

松
平

颯

第１４旅団演習 すなっぷ写真
第１４高射特科隊長第１４偵察隊長 中部方面特科隊長第５０普通科連隊長 第１４旅団長

「自
ら
の
力
を
信
じ
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
せ
よ
」

「自
ら
の
力
を
信
じ
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
せ
よ
」

「自
ら
考
え
戦
い
を
創
意
せ
よ
」

「各
種
管
理
を
徹
底
せ
よ
」

「脳
し
ょ
う
を
ふ
り
絞
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
生
き
残
り
、

火
力
戦
闘
を
継
続
せ
よ
」

「プ
ロ

で
あ

れ
」

「任

務

完

遂
」

「自
主
積
極
的
に
行
動
せ
よ
」

「安
全
管
理
及
び
健
康
管
理
に
万
全
を
期
せ
」

「生
き
残
っ
て
情
報
を
獲
得
せ
よ
」

「安
全
管
理
及
び
健
康
管
理
に
万
全
を
期
せ
」

「自
主
積
極
的
に
行
動
せ
よ
」

「生
き
残
っ
て
情
報
を
獲
得
せ
よ
」
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募集広報の日

訓
練
所
感

第
14
旅
団
は
、
８
月
６
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お

い
て
「
陸
自
ワ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
四
国
（
募

集
広
報
の
日
）
」
を
行
っ
た
。

未
来
の
自
衛
官
に
対
す
る

広
報
活
動

本
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
第

14
旅
団
及
び
善
通
寺
駐
屯

地
に
所
在
す
る
各
部
隊
が
参
加

し
た
。
職
種
紹
介
・
装
備
品
展

示
で
は
16
個
の
職
種
が
趣
向
を

凝
ら
し
職
種
の
特
性
を
楽
し
く

か
つ
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
ま
た
、
隊
員
と
の
懇
談
で

は
、
保
護
者
も
一
緒
に
参
加

し
、
自
衛
隊
で
の
生
活

に
つ
い
て
隊
員
と
直
接

話
を
す
る
こ
と
に
よ
り

理
解
を
深
め
て
も
ら
っ

た
。今

回
は
、
例
年
と
違

い
、
海
上
自
衛
隊
（
呉

地
方
総
監
部
）
及
び
航

空
自
衛
隊
（
西
部

方
面
航
空
隊
）
の
支
援
を

受
け
陸
・
海
・
空
す
べ
て

の
自
衛
隊
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
設
け
、

選
択
肢
の
拡
充
を
図
っ

た
。参

加
し
た
募
集
対
象
者

は
、
「
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

よ
り
も
詳
し
く
知
れ
て
よ

か
っ
た
。
」
「
自
分
が
行

き
た
い
職
種
の
説
明
が
聞

け
て
も
っ
と
行
き
た
く
な

り
ま
し
た
。
来
年
か
ら
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

第１５即応機動連隊

第
66
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

―

躍
動
の
青
い
力

四
国
総
体

２
０
２
２―

集合訓練

東部方面隊東桜会来隊

第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

福
井
謙
1
等
陸
佐
）
は
、

香
川
県
ま
ん
の
う
町
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
に
お
け
る
登
山
大
会
に

お
い
て
競
技
支
援
を
実
施
し

た
。支

援
内
容
は
、
競
技
参
加
者

の
患
者
発
生
時
に
よ
る
対
応
及

び
通
信
運
営
で
あ
り
、

支
援
要
領
を
関
係
諸
所

と
調
整
し
競
技
支
援
態

勢
を
確
立
し
た
。
４
月

下
旬
か
ら
様
々
な
状
況

発
生
を
想
定
し
た
練
成

を
行
い
、
万
全
の
態
勢

で

大

会

支

援

に

臨

ん

だ
。大

会
は
、
５
日
間
行

わ
れ
登
山
競
技
は
徳
島

県
と
香
川
県
の
県
境
に

位
置
す
る
笠
形
山
コ
ー

ス
・
竜
王
山
コ
ー
ス
・

大
川
山
コ
ー
ス
の
３
つ

の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
各
コ
ー
ス
と
も
に

標
高
は
１
０
０
０
ｍ
前

後
、
起
伏
に
富
み
、
急

峻
な
コ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
８
月
と
い

う
暑
さ
が
最
も
厳
し
い

条
件
で
あ
っ
た
為
、
５

時
半
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

わ
せ
毎
朝
３
時
に
集
合

し
駐
屯
地
を
出
発
す
る

と

い

う

も

の

で

あ

っ

た
。
競
技
期
間
中
の
支

援
実
績
と
し
て
選
手
の

患
者
発
生
に
伴
う
搬
送

に
よ
る
３
件
の
収
容
支

援
任
務
を
遂
行
し
た
。

２
日
目
以
降
は
、
選

手
も
疲
労
が
顕
著
に
表

れ
て
い
た
が
、
支
援
隊

員
は
疲
労
を
も
の
と
も

せ
ず
、
全
力
で
支
援
を

実
施
し
た
結
果
、
大
会

委
員
長
を
は
じ
め
大
会

役
員
、
各
代
表
校
か
ら

絶
大
な
感
謝
を
受
け
無

事
に
支
援
任
務
を
完
遂

し
た
。

本
支
援
を
通
じ
て

部
内
外
へ
の
自
衛
隊

へ
の
信
頼
・
理
解
を

高
め
る
こ
と
が
出
来

き
た
こ
と
、
そ
し
て

上
級
部
隊
の
円
滑
な

調
整
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

余
談
で
は
あ
り
ま

す
が
少
し
で
も
登
山

に
興
味
ま
た
は
や
っ

て
み
た
い
方
は
是

非
、
今
回
使
用
し
た

コ
ー
ス
を
歩
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
す
ば

ら
し
い
景
観
と
心
地

良
い
汗
を
流
せ
る
と

思
い
ま
す
。

選手たちの後方から随行する隊員山中で連携し患者搬送を行う隊員

第１５即応機動連隊本部管理中隊長
１等陸尉 堀川千昭

第
14
旅
団
は
、
９
月

26
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に

お
い
て
、
東
部
方
面
隊
が

実
施
す
る
東
桜
会
の
第
14

旅
団
及
び
善
通
寺
駐
屯
地

の
研
修
を
支
援
し
た
。
本

支
援
は
、
中
部
方
面
隊
の

特
性
及
び
陸
上
自
衛
隊
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

旅
団
長
に
よ
る
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
の
後
、
第
15
即

応
機
動
連
隊
、
第
14
後
方

支
援
隊
、
第
14
情
報
隊
、

第
14
高
射
特
科
隊
が
装
備

品
展
示
を
行
い
、
第
14
音

楽
隊
が
音
楽
演
奏
を
行
っ

た
。

ブリーフィングを行う遠藤旅団長

第１４音楽隊による音楽演奏

職種紹介（普通科）

先輩隊員との懇談

第
14
旅
団
は
、
９
月

下
旬
、
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
４
年
度

後
期
中
隊
長
等
集
合
訓

練
を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
、
隷
下
部

隊
の
中
隊
長
等
に
対

し
、
識
能
の
向
上
及
び

旅
団
の
各
種
施
策
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
た
討
議
に

つ
い
て
は
、
「
厳
し
い

訓
練
と
安
全
管
理
を
両

立
し
、
任
務
達
成
す
る

た
め
に
着
意
す
べ
き
事

項
」
「
連
帯
感
の
醸
成

を
図
る
た
め
に
着
意
す

べ
き
事
項
」
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
根
絶
に
向
け
て

の
取
り
組
み
」
の
３
点

を
議
題
に
、
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
要
因
及
び
今
後

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。遠

藤
旅
団
長
は
、
中

隊
長
等
に
対
し
、
「
中

隊
の
任
務
達
成
が
旅
団

の
任
務
達
成
に
つ
な
が

る
こ
と
を
認
識
し
て
統

率
し
て
欲
し
い
。
」
と

述
べ
た
。

令和４年度後期中隊長等集合訓練

グ
ル
ー
プ
討
議
の
様
子
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第５０普通科連隊中部方面特科隊

中
部
方
面
特
科
隊

（
隊
長

服
部
真
之
介

１
等
陸
佐
）
は
、
８
月

下
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま

で
の
間
、
高
知
駐
屯
地

及
び
あ
い
ば
野
演
習
場

に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
訓
練
検
閲
を
受
閲
し

た
。受

閲
に
あ
た
り
、
隊

長
は
「
脳
し
ょ
う
を
ふ

り
絞
り
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
尽
く
し
て
生
き
残

り
、
火
力
戦
闘
を
継
続

せ
よ
」
を
要
望
し
、
各

隊
員
は
隊
長
要
望
事
項

を
具
現
す
べ
く
全
力
を

尽
く
し
た
。

特
科
隊
は
、
戦
闘
準

備
間
に
お
い
て
、
健
在

性
を
保
持
す
る
た
め
ソ

イ
ル
ア
ー
マ
ー
を
使
用

し
た
強
固
な
陣
地
構
築

及
び
指
揮
所
の
頻
繁
な

小
移
動
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
敵
の
火
力
を

誘
引
す
る
陣
地
を
作
成

第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

山
内
和
也
１
等
陸
佐
）

は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上

旬
ま
で
の
間
、
高
知
駐
屯
地

及
び
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
訓
練
検

閲
を
受
閲
し
た
。

検
閲
を
受
閲
す
る
に
あ
た

り
約
２
週
間
に
わ
た
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施

し
、
連
隊
の
全
隊
員
が
任
務

及
び
戦
い
方
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
各
個
の
戦
闘
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。

今
回
の
作
戦
は
、
従
来
の

陣
地
防
御
と
は
異
な
る
新
た

山
内
連
隊
長
を
迎
え
新
50
連
の
ス
タ
ー
ト

令
和
４
年
度
第
50
普
通
科
連
隊
訓
練
検
閲

第１４偵察隊

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

今
村
正
文
２

等
陸
佐
）
は
、
高
知
駐
屯
地
及
び
あ
い

ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

８
月
下
旬
、
訓
練
検
閲
に
先
立
ち
、

出
動
準
備
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ

ハ
ー
サ
ル
と
し
て
小
火
器
射
撃
の
評
価

を
受
け
た
。
射
撃
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

つ
つ
、
今
後
の
課
題
を
確
認
し
、
来
た

隊 訓 練 検 閲 受 閲
旅団の魁 任務完遂

特科隊訓練検閲を受閲

す
る
等
、
防
御
準
備
を
進

め
た
。
戦
闘
間
に
お
い
て

は
、
敵
の
侵
攻
に
応
ず
る

火
力
戦
闘
及
び
第
50
普
通

科
連
隊
の
作
戦
に
資
す
る

火
力
協
力
を
積
極
的
に
実

施
し
、
特
科
隊
と
し
て
の

任
務
を
完
遂
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
お
い
て

得
た
成
果
・
教
訓
を
今
後

の
練
成
訓
練
に
反
映
し
、

更
な
る
部
隊
の
精
強
化
を

図
っ
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

隊容検査にて戦闘予行を行い
綿密な調整を行う指揮官

砲班長の指揮のもと
ソイルアーマー※を構築する隊員

砲班長の指揮のもと
射撃する砲班

※ ソイルアーマーとは、折り畳み式の箱型土のうである。

綿密な調整・工夫を凝らした作戦で
敵部隊を困惑

な
戦
い
方
を
採
用
し
、
検

閲
に
臨
ん
だ
。
防
御
戦
闘

の
み
な
ら
ず
施
設
等
の
防

護
を
含
む
多
様
な
任
務
で

あ
り
、
残
暑
厳
し
い
折
、

ま
た
時
折
悪
天
候
に
も
見

舞
わ
れ
た
が
、
隊
員
一
人

一
人
が
昼
夜
を
問
わ
ず
任

務
達
成
に
尽
力
し
た
。

今
回
の
連
隊
検
閲
で
得

た
戦
闘
、
戦
技
能
力
を
検

証
し
維
持
、
向
上
し
つ

つ
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対

応
出
来
る
様
、
今
後
も
訓

練
に
邁
進
し
て
い
く
。

る
令
和
４
年
度

旅
団
小
火
器
射

撃
競
技
会
に
お

い
て
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
る

よ
う
計
画
的
に

改
善
し
て
い
く

資
を
得
た
。

訓
練
検
閲
に

お

い

て

は

、

前
々
日
に
隊
容

検

査

を

実

施

し
、
各
小
隊
の

準
備
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
任
務
を
完
遂
す
る
た

め
の
要
望
事
項
と
し
て
、
「
生
き
残
っ
て

情
報
を
獲
得
せ
よ
」
「
自
主
積
極
的
に
行

動
せ
よ
」
「
安
全
管
理
及
び
健
康
管
理
に

万
全
を
期
せ
」
の
三
点
を
要
望
し
た
。

各
小
隊
等
は
、
全
隊
員
一
丸
と
な
り
、

要
望
事
項
を
具
現
す
べ
く
、
阻
止
準
備
間

の
監
視
網
の
構
成
に
お
い
て
、
敵
の
脅
威

に
対
し
、
秘
匿
・
防
護
で
き
る
監
視
所
を

構
成
し
た
。
敵
情
解
明
に
お

い
て
は
、
最
後
ま
で
生
き
残

り
、
継
続
的
に
敵
情
解
明
及

び
火
力
戦
闘
に
必
要
な
情
報

収
集
を
実
施
し
、
旅
団
の
作

戦
に
最
大
限
寄
与
し
、
任
務

を
完
遂
し
た
。

ミッションリハーサルの様子

戦
闘
中
の
隊
員

化学攻撃を受ける中、警戒する隊員

念入りな救護処置予行を行う隊員

監視所内の様子

隊容検査の様子



第
14
後
方
支
援
隊

令
和
４
年
度
訓
練
検
閲

５

初 飛 行 ！ ！

第１４高射特科隊
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短ＳＡＭ対空実射

第１４後方支援隊

第
14
後
方
支

援

隊

（

隊

長

吉
元
雄
一
１
等

陸
佐
）
は
、
９

月
上
旬
、
あ
い

ば
野
演
習
場
に

お
い
て
、
第
３

第
14
情
報
隊
（
隊
長

甲
斐
清

博
２
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年
９

月
上
旬
、
東
富
士
演
習
場
で
、
高

射
学
校
の
研
究
支
援
に
お
い
て
、

無
人
偵
察
機
「
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ

ル
」
の
飛
行
訓
練
を
行
っ
た
。

今
年
３
月
、
新
編
さ
れ
た
第
14

第１４情報隊

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

冨
高
英
和
２
等
陸
佐
）
は
、
８

月
上
旬
、
北
海
道
静
内
対
空
射

撃
場
で
実
施
さ
れ
た
、
令
和
４

年
度
師
団
対
抗
実
射
訓
練
に
参

加
し
た
。

本
訓
練
は
、
11
式
短
距
離
地

対
空
誘
導
弾
（
11
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
）

等
を
保
有
す
る
全
国
の
師
・
旅

団
の
高
射
特
科
部
隊
が
射
撃
準

備
、
模
擬
実
射
及
び
対
空
実
射

に
お
い
て
の
評
価
を
受
け
る
高

射
特
科
部
隊
と
し
て
最
大
規
模

の
訓
練
で
あ
る
。

本
訓
練
参
加
に
あ
た
り
、
小

隊
長
（
宮
本
和
也
２
等
陸
尉
）

を
核
心
と
し
、
年
度
当
初
か
ら

計
画
的
に
訓
練
を
実
施
し
た
。

７
月
に
は
北
熊
本
駐
屯
地
に
お

け
る
訓
練
等
に
よ
り
、
練
度
を

向
上
さ
せ
た
後
、
北
海
道
に

入
っ
た
。
北
海
道
に
お
い
て

も
、
そ
の
練
度
を
更
に
向
上
さ

せ
る
た
め
評
価
直
前
ま
で
練
成

ス キ ャ ン イ ー グ ル 、 大 空 に 羽 ば た く

前
の
シ
ス
テ
ム
及
び
機
体
の
点
検

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
万
全
の

態
勢
で
初
飛
行
に
臨
ん
だ
。

全
隊
員
が
固
唾
を
呑
み
見
守
る

中
、
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル
は
カ
タ

パ
ル
ト
を
勢
い
よ
く
駆
け
抜
け
大

空
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。

所
望
の
飛
行
を
終
え
た
ス
キ
ャ

ン
イ
ー
グ
ル
を
無
事
回
収
し
、
第

14
情
報
隊
の
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル

初
飛
行
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

部
隊
新
編
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
、
様
々
な
訓
練
を
通
じ
練
度
を

高
め
、
今
回
の
初
飛
行
に
臨
ん
だ

隊
員
は
、
「
本
訓
練
に
お
い
て
初

飛
行
は
達
成
し
た
が
、
今
後
、
更

に
経
験
を
積
み
如
何
な
る
状
況
下

で
も
任
務
を
完
遂
し
て
い
き
た

い
。
」
と
述
べ
た
。

第
14
情
報
隊
は
、
更
な
る
練

度
向
上
に
努
め
、
旅
団
の
情
報
収

集
態
勢
の
強
化
を
図
る
。

情
報
隊
に
と
っ
て
初
め
て
と

な
る
、
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル

実
機
に
よ
る
飛
行
訓
練
と

な
っ
た
。

発
進
か
ら
回
収
に
至
る
一

連
の
動
作
を
実
機
に
よ
り
確

認
・
実
行
す
る
大
切
な
訓
練

の
場
で
あ
り
、
隊
員
は
飛
行

０
１
特
科
直
接
支
援
隊

の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。様

々
な
状
況
が
生
起

す
る
中
、
各
隊
員
は
第

３
０
１
特
科
直
接
支
援

隊
長
（
立
野
直
人
１
等

陸
尉
）
を
核
心
に
一
致
団

結
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
は
、
第
14

後
方
支
援
隊
長
自
ら
作
成
し

た
う
ど
ん
が
各
隊
員
に
振
舞

わ
れ
た
。

大空へ飛び立つスキャンイーグル

発射を見守る甲斐隊長

入念に点検を行う隊員

１１短ＳＡＭ射撃の様子

ＦＨ－７０の故障整備

小型車両の救出

隊容検査の様子

し
た
。

射
撃
準
備
、
模
擬
実
射
及
び
対
空

実
射
の
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
を
受
け
る

と
と
も
に
、
要
撃
成
功
の
成
果
を
収

め
た
。

小
隊
長
は
、
「
初
の
射
撃
小
隊
長

と
し
て
実
射
に
対
す
る
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
支
え
が
あ

り
、
小
隊
一
致
団
結
し
て
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
要
撃
成
功
の
成
果

は
一
生
の
思
い
出
に
残
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
」
と
語
っ
た
。
弾
薬
手

と
し
て
初
め
て
実
射
を
経
験
し
た
石

戸
１
士
は
「
弾
薬
手
と
し
て
初
め
て

の
実
射
に
参
加
し
、
実
弾
を
扱
う
時

は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と

自
分
の
任
務
を
達
成
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
」
と
語
っ
た
。

第
14
高
射
特
科
隊
は
、
今
年
度
の

対
空
実
射
に
お
い
て
、
命
中
・
要
撃

成
功
の
評
価
を
収
め
る
こ
と
が
出
来

た
が
、
プ
ロ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

今
後
も
更
な
る
練
度
向
上
を
目
指

す
。

訓練開始前における態勢点検の様子
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第
14
施
設
隊

（
隊
長

𠮷
田

正

幸

２

等

陸

佐
）
は
、
８
月

中
旬
、
あ
い
ば

野
演
習
場
に
お

い
て
、
令
和
４

年

度

隊

訓

練

（
爆
破
）
を
実

施
し
た
。
本
訓

練
で
は
、
指
向

性
散
弾
や
対
戦

車
地
雷
等
を
用

い
た
障
害
構
成

の
ほ
か
、
破
壊

筒
及
び
連
座
爆

破
薬
を
使
用
し

た
障
害
処
理
を

実
施
し
た
。
各

隊
員
は
、
隊
長

要
望
事
項
で
あ

る
「
目
的
・
目

標
を
持
て
」
を

実
践
し
、
爆
破

薬
の
取
扱
要
領

の
修
得
及
び
各

施
設
技
術
能
力

の
向
上
を
図
っ

た
。

第１４施設隊

第１４飛行隊

第
14
飛
行
隊
（
隊

長

福
重
誠
啓
２
等

陸
佐
）
は
、
日
本
原

駐
屯
地
に
お
い
て
、

空
中
機
動
作
戦
に
お

け
る
空
地
の
連
携
を

主
要
演
練
項
目
と
し

て
、
令
和
４
年
度
中

部
方
面
航
空
科
合
同

訓
練
に
参
加
し
た
。

空
中
機
動
作
戦
と

は
、
航
空
機
を
利
用

し
、
あ
ら
ゆ
る
地
形

を
超
越
し
て
、
へ
リ

ボ
ン
部
隊
を
敵
地
奥

深
く
ま
で
機
動
さ

せ
、
作
戦
基
本
部
隊

の
任
務
達
成
を
促
進

す
る
重
要
な
作
戦
で

あ
る
。

本
訓
練
で
は
、
中

部
方
面
航
空
隊
第
３

飛
行
隊
、
第
13
飛
行

隊
及
び
第
36
普
通
科

連
隊
（
へ
リ
ボ
ン
部

隊
）
と
協
同
し
Ａ
Ｈ

―

１
Ｓ
が
２
機
、
Ｏ

Ｈ―

１
が
２
機
、
Ｕ

Ｈ―

１
が
６
機
、
Ｃ

Ｈ―

47
が
１
機
の
計

11
機
の
航
空
機
が
３

個
梯
隊
に
分
か
れ
空

中
機
動
を
実
施
し

た
。
こ
の
際
、
第
14

飛
行
隊
は
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
の
第
２
梯

隊
長
機
と
し
て
参
加

し
た
。

成
果
と
し
て
、
状

況
下
に
お
け
る
任
務

遂
行
能
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
諸

職
種
協
同
で
実
施
す

る
大
規
模
な
作
戦
の

調
整
要
領
を
確
立
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

「目的・目標を持て」

破壊筒点火準備の様子 指向性散弾設置の様子

道路爆破薬で爆破した様子

第
14
通
信
隊
（
隊

長

小
野
田
怜
２
等

陸
佐
）
は
、
令
和
４

年
７
月
か
ら
約
４
カ

月
間
、
善
通
寺
駐
屯

地
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
一
般
陸
曹
候

補
生
課
程
（
後
期
）

及
び
新
隊
員
特
技
課

程
教
育
を
実
施
中
で

あ
る
。

第１４通信隊新隊員後期課程教育

～若き通信科隊員～
用
語
説
明

※

１

特
技
っ
て
な
に
？

自
衛
官
と
し
て
勤
務
す
る
上
で
の
隊
内

に
お
け
る
資
格
の
こ
と
で
、
通
信
科
職
種

に
は
暗
号
電
信
の
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
、
サ

イ
バ
ー
、
電
磁
波
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

※

２

モ
ー
ル
ス
信
号
っ
て
な
に
？

モ
ー
ル
ス
信
号
は
文
字
を
短
点
と
長
点

に
符
号
化
し
た
も
の
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

（
い
わ
ゆ
る
ト
ン
ツ
ー
）

符
号
化
し
た
モ
ー
ル
ス
信
号
は
電
気
信

号
（
電
波
）
に
変
え
て
送
信
す
る
こ
と
で

相
手
に
届
き
ま
す
。
（
下
図
参
照
）

※

３

信
務
作
業
っ
て
な
に
？

信
務
作
業
と
い
う
の
は
簡
単
に
い
え
ば
、

平
文
（
暗
号
化
さ
れ
て
い
な
い
文
章
）
を

暗
号
文
に
変
換
し
、
ま
た
送
信
さ
れ
て
き

た
暗
号
文
を
平
文
に
変
換
す
る
作
業
の
こ

と
で
す
。

無線機を操作する隊員 モールス信号を送信する隊員

𠮷田新隊長要望事項を胸に爆破訓練実施

へリボン部隊の展開 離 陸

中
部
方
面
航
空
科
合
同
訓
練

本
教
育
で
は
、
基
本
暗
号
電

信
と
い
う
特
技
（※

１
）
を
取

得
す
る
た
め
、
「
モ
ー
ル
ス
信

号
」
（※

２
）
の
送
受
信
及
び

「
信
務
作
業
」
（※

３
）
に
つ

い
て
教
育
を
受
け
ま
す
。

新
入
隊
員
の
６
名
は
、
通
信

科
隊
員
と
し
て
の
特
技
を
学

び
、
旅
団
の
シ
ス
テ
ム
通
信
に

お
け
る
最
後
の
手
段
を
担
う
重

要
な
人
材
と
な
る
べ
く
、
日
夜

教
育
に
励
ん
で
い
ま
す
。



化学集合訓練
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第
14
旅
団
司
令
部
総
務
課

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中
福
島
洋
一
２
等
陸
尉
）

は
、
８
月
25
日
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
（
香
川
県
高
松

市
）
に
て
、
第
14
音
楽
隊
と
西
部
航
空
音
楽
隊
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

第１４音楽隊

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１７６号 令和４年（2022年）８・９月四 国

当
日
は
、
平
日
の
夜
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
来
場
さ
れ
た
。

第
一
部
は
、
第
14
音
楽
隊

第１４特殊武器防護隊

本
訓
練
は
、
敵

の
特
殊
武
器
攻
撃

等
へ
の
対
処
行
動

が
実
施
で
き
る
よ

う
、
隊
員
自
ら
行

う
各
個
防
護
及
び

自
隊
で
編
成
す
る

除
染
作
業
隊
が
行

う
化
学
活
動
を
練

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

西
原
清
隆
３
等
陸
佐
）

は
、
８
月
下
旬
、
北
徳
島
分
屯
地
に
お
い
て
、
第
14
飛
行
隊

の
隊
員
に
対
し
、
対
特
殊
武
器
戦
に
関
す
る
座
学
、
個
人
用

防
護
装
備
の
装
脱
着
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
特
技
者
に
対

し
、
汚
染
地
域
の
偵
察
要
領
及
び
装
備
品
除
染
所
の
運
営
要

領
等
に
つ
い
て
展
示
、
説
明
及
び
実
習
訓
練
を
実
施
し
た
。

成
す
る
目
的
で
行
っ
た
。

本
訓
練
を
通
じ
て
、
訓

練
参
加
者
の
対
特
殊
武
器

防
護
に
関
す
る
知
識
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

化
学
活
動
を
修
得
さ
せ
、

対
特
殊
武
器
防
護
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

第１４旅団司令部付隊

第
14
旅
団
司
令
部
総
務
課

総
括
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
南
田
准
尉
で
す
。

私
の
勤
務
し
て
お
り
ま
す

総
務
課
は
総
括
班
、
広
報

班
、
文
書
班
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
務
課
の
業
務
は
、
司
令

部
の
総
務
業
務
、
文
書
業
務

に
関
す
る
事
項
及
び
民
事
幕

僚
・
広
報
幕
僚
に
関
す
る
事

項
で
す
。
８
月
末
か
ら
行
わ

れ
た
旅
団
演
習
で
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
射

汚
染
地
域
の
除
染

個人防護装備の装脱着訓練 装備品除染所の運営要領 対特殊武器戦の座学

曲
」
、
「
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
」
等
を
演
奏
し
た
。

西

部

航

空

音

楽

隊

は

「
ア
フ
リ
カ
ン
・
シ
ン

フ

ォ

ニ

ー

」

、

「

宝

島
」
等
を
演
奏
し
た
。

第
一
部
の
ク
ラ
シ
カ
ル

な
曲
と
、
第
二
部
の
楽

し
く
賑
や
か
な
曲
、
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
や
雰

囲
気
が
異
な
り
、
来
場

し
た
方
々
を
楽
し
め
る

演
奏
が
出
来
た
。

が
単
独
演
奏
を
行
い
、
第
２
部
は

西
部
航
空
音
楽
隊
が
単
独
演
奏
を

行
っ
た
。
第
14
音
楽
隊
が
演
奏
し

た
曲
は
、
夏
に
合
わ
せ
て
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
２
年

の
課
題
曲
の
一
つ
で
あ
る
「
や
ま

が
ふ
ぁ
ん
た
じ
ぃ
」
を
は
じ
め

「
五
つ
の
沖
縄
民
謡
に
よ
る
組

レクザムホールにて演奏を行う第１４音楽隊の隊員

場
勤
務
員
、
統
裁
部
及
び
広
報
の
要

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

総
括
班
は
、
高
官
視
察
及
び
滋
賀

地
本
研
修
へ
の
対
応
、
門
衛
の
隊
員

の
指
揮
・
統
制
及
び
検
閲
優
秀
隊
員

の
表
彰
を
実
施
し
ま
し
た
。
少
な
い

人
数
で
日
ご
と
に
変
わ
る
門
衛
の
勤

務
時
間
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が

ら
、
各
種
事
業
の
準
備
も
計
画
的
か

つ
円
滑
に
実
施
し
ま
し
た
。

広
報
班
は
、
旅
団
演
習
に
お
い

て
、
隊
員
が
現
場
で
活
躍
し
て
い
る

様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
。
猛
暑
や
時

に
は
豪
雨
の
降
り
し
き
る
状
況
も
あ

り
ま
し
た
が
、
頑
張
っ
て
い
る
隊

員
の
姿
を
写
真
を
通
し
て
情
報
発

信
を
行
い
ま
し
た
。
演
習
間
、
毎

日
更
新
さ
れ
て
い
た
隊
員
の
写
真

展
示
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

文
書
班
は
、
今
年
度
実
施
さ
れ

る
防
衛
監
察
受
察
に
万
全
を
期
す

た
め
残
留
し
、
準
備
を
行
う
と
と

も
に
、
特
別
勤
務
等
に
お
い
て
旅

団
演
習
間
の
勤
務
基
盤
の
維
持
に

貢
献
し
ま
し
た
。

本
演
習
間
に
お
い
て
は
、
気
象

の
影
響
や
そ
れ
に
伴
う
状
況
の
変

化
等
が
生
起
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
が
連
携
し
て
、
先
行

的
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、
旅
団
演

習
に
お
け
る
総
務
課
と
し
て
の
任

務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
防
衛
監
察
に
向
け

て
準
備
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

西部航空音楽隊とジョイントコンサート♬

防衛監察に向け書庫の点検を行う隊員

ミッションリハーサルにおいて
撮影を行う隊員

第１４旅団司令部総務課
総括陸曹 南田准尉



人 事 往 来

８

部

内

外

表

彰

旅団唯一無二 ！
07式機動支援橋のスペシャリスト

第
14
偵
察
隊

３
等
陸
曹

藤
木

伸
一

妻

里
依
子
さ
ん

「
無
口
な
夫
と
偵
察
す
る
妻
」

部

内

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１７６号 令和４年（2022年）８・９月四 国

転

出

第
50
普
通
科
連
隊
長
兼

高
知
駐
屯
地
司
令

（
北
海
道
補
給
処

整
備
計
画
部
企
画
課
長
）

１
等
陸
佐

山
内

和
也

転

入

■第１１６期幹部上級課程（武器）

「武器学校長賞」

第１４後方支援隊即応機動直接支援中隊

１等陸尉 鈴木 一寿

徳
島
県
阿
南
市
に
所
在
す
る
徳
島
駐

屯
地
の
第
14
施
設
隊
に
お
い
て
架
設
班

長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
架
設
班

長
は
、
第
14
施
設
隊
が
装
備
す
る
07
式

機
動
支
援
橋
を
用
い
て
作
戦
地
域
の
河

川
や
地
隙
等
、
ま
た
各
種
災
害
に
お
い

て
も
孤
立
地
域
へ
の
架
け
橋
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
訓
練
は
も
と
よ

り
、
自
治
体
等
と
の
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
関
係
各
機
関
と
連
携
し
正
確
安
全

か
つ
迅
速
に
架
設
が
実
施
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

陸
上
幕
僚
監
部

防
衛
部
施
設
課
付

（
第
14
施
設
隊
長
兼

徳
島
駐
屯
地
司
令
）

２
等
陸
佐

澤
水

隆
一

「
明
日
か
ら
い
な
い
か
ら
よ
ろ
し
く
」

突
然
投
げ
か
け
ら
れ
る
言
葉
に
何
度
も

驚
い
た
。
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
い
つ
帰
っ

て
く
る
の
か
も
告
げ
ら
れ
ず
、
次
の
日
の

朝
起
き
た
ら
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

夫
は
無
口
で
あ
る
。
仕
事
の
話
は
家
で

は
し
な
い
。
き
っ
と
私
に
言
え
な
い
こ
と

も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
以
上
は
聞
か

な
い
。
猛
暑
が
続
く
中
、
身
体
は
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
私
と
は

裏
腹
に
、
何
日
か
し
て
夫
は
何
食
わ
ぬ
顔

し
て
突
然
帰
っ
て
く
る
。

夫
に
は
内
緒
だ
が
、
私
は
こ
の
「
広
報
紙
し
こ
く
」
を
読
み
、
夫

が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
る
の
が
好
き
だ
。
実
際
の
訓
練

写
真
を
見
て
、
夫
が
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、
疲
れ
て
い
る
身
体
で

帰
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
密
か
に
知
る
。

自
衛
官
に
は
「
団
結
す
る
力
」
が
と
て
も
大
切
だ
と
聞
く
。
一
家

の
大
黒
柱
で
あ
る
夫
が
不
在
の
時
こ
そ
家
族
が
団
結
す
る
時
。
ゴ
ミ

や
水
滴
一
つ
す
ら
許
さ
な
い
綺
麗
好
き
な
夫
に
代
わ
り
、
二
歳
に
な

る
父
親
大
好
き
娘
と
協
力
し
掃
除
を
行
う
。
私
は
夫
が
し
て
く
れ
て

い
た
よ
う
に
、
子
供
と
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
、
一
緒
に
歌
っ
て
踊

り
、
一
緒
に
戯
れ
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
、
笑
っ
て
楽
し
い
日
々

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
そ
し
て
夫
が
訓
練
か
ら
帰
っ
て
き

た
時
に
は
、
「
ほ
っ
。
」
と
で
き
る
よ
う
に
、
家
の
中
を
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
温
め
て
お
き
た
い
。
そ
れ
が
自
衛
官
の
妻
と
し
て
の
任
務
だ

と
思
う
。

夫
は
職
場
の
話
を
し
な
い
。
職
業
柄
話
せ
な
い
こ
と
も
多
い
の
だ

ろ
う
。
「
結
婚
し
た
か
ら
に
は
喜
び
は

二
倍
に
悲
し
み
は
半
分
に
」
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
夫
が
仕
事
で
疲
れ
て
い
て

も
私
は
わ
か
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
だ
か
ら
そ
の
分
、
子
供
の
成
長

や
毎
日
の
小
さ
な
幸
せ
を
何
倍
に
も
喜

び
、
夫
と
分
か
ち
合
い
た
い
。

夫
が
家
で
疲
れ
た
顔
を
見
せ
ず
、
毎

日
仕
事
に
行
き
、
厳
し
い
訓
練
に
耐
え

ら
れ
る
の
は
、
職
場
の
人
に
恵
ま
れ
、

支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
夫

を
支
え
て
く
だ
さ
る
人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
、
広
報
紙
を

通
し
て
夫
の
仕
事
を
偵
察
し
な
が
ら
、

私
も
夫
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
14
旅
団
司
令
部

火
力
調
整
部
長

（
訓
練
評
価
支
援
隊
）

２
等
陸
佐

鬼
塚

崇
旬

第
14
施
設
隊
長
兼

徳
島
駐
屯
地
司
令

（
東
北
方
面
総
監
部

総
務
部
広
報
室
）

２
等
陸
佐

𠮷
田

正
幸

十
河
３
曹
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

周
り
の
人
に
聞
き
ま
し
た
！

十
河
３
曹
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

と
て
も
明
る
く
誰
と
で
も
す
ぐ
打
ち

解
け
ら
れ
る
陽
気
な
性
格
で
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
後
輩
隊
員

か
ら
も
非
常
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
機
械
操
作
の
指
揮
に
熱
を
入
れ
て

お
り
５
時
間
か
か
る
作
業
に
お
い
て
も

３
時
間
に
短
縮
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
常

に
進
化
を
止
め
な
い
姿
勢
は
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
ま
す
。

第
14
施
設
隊

福
岡
２
曹

第１４施設隊 渡河器材小隊
十河 勇児（そごう ゆうじ）３等陸曹

趣 味：キャンプ（河川敷）
好きな橋：瀬戸大橋

07
式
機
動
支
援
橋

は
、
全
長
約
60
ｍ
、

全
幅
約
４
ｍ
、
総
重

約
25
ｔ
に
も
な
る
大

変
大
き
な
架
橋
で
あ

り
、
架
設
を
行
う
際

は
、
高
度
な
技
術
と

危
険
を
伴
う
作
業
が

必
要
不
可
欠
に
な
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、

的
確
に
隊
員
を
指
揮

し
て
正
確
か
つ
安
全

に
架
設
を
行
う
十
河

３
曹
の
活
躍
に
今
後

も
期
待
し
た
い
。

陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

主
任
教
官

（
第
14
旅
団
司
令
部

火
力
調
整
部
長
）

１
等
陸
佐

米
良

憲
一
郎

水
陸
機
動
団
本
部
高
級
幕
僚

（
第
50
普
通
科
連
隊
長
兼

高
知
駐
屯
地
司
令
）

１
等
陸
佐

溝
口

光
章

令
和
４
年
８
月
１
日
付

■第１１期陸曹中級課程

「中部方面混成団長賞」

第１５即応機動連隊第１普通科中隊

２等陸曹 高橋 祐輔

部

外

■富士登山駅伝競走大会「表彰状」

(出場２０回達成）

第１５即応機動連隊

■全国高等学校体育連盟「感謝状」

第６６回全国高等学校登山大会

第１５即応機動連隊

■自衛官候補生課程（支援助教）

「中部方面混成団長賞」

第１４後方支援隊本部付隊

３等陸曹 大嶋 美和

■新隊員特技課程後期（支援助教）

「第１０特殊武器防護隊長賞」

第１４特殊武器防護隊

３等陸曹 徳本 友美

■新隊員特技課程後期（支援助教）

「中部方面衛生隊長賞」

第１４後方支援隊衛生隊

３等陸曹 瀬戸 慎平

訓練中の藤木３曹


